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宮若市では、予算書の概要をマネーブックにまとめ、市民のみなさんに配布して
います。このマネーブックは、「第２次宮若市総合計画」で定めた６つの基本方針に
基づき構成し、基本方針ごとに、どのような事業をどのような金額で行う予定にし
ているのかを紹介しています。

宮若市では「ひと・みどり・産業が輝く ふるさと宮若」を将来像として
まちづくりを行っています。この実現に向けて、６つの基本方針を定めています。
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宮若市では、市民参加による協働のまちづくりを推進するため、市民の皆様に
まちづくりに関する情報を積極的にお知らせし、情報の共有に努めています。

そのひとつとして、予算の概要をわかりやすく説明した「宮若市マネーブック
〜わかりやすい予算書〜」令和３年度版を作成いたしました。

世界的な規模で猛威を奮う新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中、
宮若市は市制施行１６年目を迎え、第２次宮若市総合計画の基本構想の実現に向
け、着実に歩みを進めているところでございます。

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症による影響を受けた市民や事業所へ
の支援、学校・公共施設等への感染防止対策等を行って参りました。また、新た
なシンボルとして温かみと機能性のある新庁舎が誕生したほか、株式会社トライ
アルホールディングスと連携協定を締結し、「リモートワークタウン ムスブ宮若
プロジェクト構想」の実現に向けた官民連携による新たなまちづくりがスタート
いたしました。

令和３年度は、引き続き新型コロナウイルス感染症対策に取り組むとともに、
少子高齢化や人口減少など山積する課題に対応した持続可能なまちづくりを目指
し、情勢を見極め、各施策を推進して参ります。

特に、新型コロナウイルス感染症への対策としては、飲食店の取引先への給付
金や、大学生等への給付金事業のほか、ＰＣＲ検査の費用を助成する取組等を実
施いたします。再編整備中の光陵小学校については、光陵学童保育所や子育て支
援センター「さくらんぼ」、給食共同調理場を一体的に整備し、令和４年４月の
開校に向けて準備を進めるとともに、１人１台タブレットによる教育効果を高め
るため、学習支援ソフトを導入いたします。さらには、トライアルグループや九
州大学との産官学連携による「宮若国際芸術トリエンナーレ」を開催し、本市の
魅力の発信に努めます。

新型コロナウイルス感染症の影響により、行政の在り方や市民生活を取り巻く
環境が変化するなど、大変厳しい時代の変革期を迎えています。「地方創生」の実
現に向け創意工夫を凝らし、魅力ある輝くふるさとづくりへ邁進しながら、市民
の皆様が安心して暮らせるよう、感染拡大の防止に引き続き努めて参ります。今
後とも、本市のまちづくりについて、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　 　令和３年５月　

ごあいさつ
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令和３年度　宮若市一般会計予算
総額 １９６億３，０６６万円 （前年度比 ６．１％増）

市税
　４９億４，３８９万円
　（２５．２％）

分担金・負担金
　６，８１５万円 （０．３％）

使用料・手数料
　３億５，６４７万円
　（１．８％）

繰越金
　４億円（２．０％）

その他
　１２億２，６６０万円
　（６．３％）

地方交付税
　３１億７，３１９万円
　（１６．２％）

県支出金
　１２億３，６２０万円
　（６．３％）

国庫支出金
　３８億３，２０９万円 （１９．５％）

交付金
　１１億１６８万円
　（５．６％）

市債
　３２億９，２３９万円
　（１６．８％）

歳入予算の
ポ イ ン ト

● 「市税」は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により法人市民税が減少して

います。

● 「国庫支出金」と「市債」は、光陵小学校等建設事業の実施により増加しています。

● 「地方交付税」は、令和２年国勢調査人口への置換などにより減少しています。

自主財源 　３５．６％（前年度比 － ２．２％）
　・市が自主的に収入できる財源のことです。
　・市税、分担金・負担金、使用料・手数料、繰越金などがあります。
　・多いほど財政が安定し、自主的な事業をより多く行うことができます。

依存財源 　６４．４％（前年度比 ＋ ２．２％）
　・国や県から交付されたり、割り当てられたりする財源のことです。
　・地方交付税、国庫支出金、県支出金、市債などがあります。

歳 入

自主財源
 ３５．６%

依存財源
 ６４．４%
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人件費
　２５億７，６６６万円
　（１３．１％）

扶助費
　４６億２，４３９万円
　（２３．６％）

公債費
　１６億５，０８３万円
　（８．４％）

物件費
　２４億６，６８６万円
　（１２．６％）

投資的経費
　４３億６，８６５万円
　 （２２．２％）

補助費等
　１９億２，０９６万円
　（９．８％）

繰出金
　１４億３，１９９万円
　（７．３％）

義務的経費　４５．１％（前年度比 − ２．９％）
　・支出が義務づけられていて任意に削減できないお金のことです。
　 ・人件費、扶助費、公債費があります。
　・扶助費とは、生活保護費、子どもや高齢者などの生活支援にかかるお金のことです。
　・公債費とは、市の借金返済にかかるお金のことです。
　・義務的経費の割合が多いほど、財政構造が硬直化し、自主的な事業が制限されます。

投資的経費　２２．２％（前年度比 ＋ ２．５％）
　・道路や公園などの公共施設整備にかかるお金のことです。
　・主な事業は、光陵小学校などの建設や文化財収蔵・展示施設の整備です。

その他の経費　３２．７％（前年度比 ＋ ０．４％）
　・物件費とは、旅費、需用費、委託料、備品購入費などのことです。
　 ･補助費等とは、個人や各種団体への補助金、消防署や介護保険広域連合への負担金のことです。
　・繰出金とは、国民健康保険特別会計や下水道事業会計への支出金のことです。

歳 出

歳出予算の
ポ イ ン ト

● 「義務的経費」は、生活保護費の減少などにより、扶助費が減少しています。

● 「投資的経費」は、光陵小学校などの建設費が増加しています。

● 「その他の経費」は、新型コロナウイルスワクチン接種などのため物件費が増加
しています。

維持補修費
　３億１，２０３万円（１．６％）

その他
　２億７，８２９万円（１．４％）

義務的経費
４５．１%

投資的経費
   ２２．２%

その他の経費
３２．７%
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第
１
章

自然環境と地域景観の保全

■ 不法投棄防止対策の推進　(環境保全課)

３２５ 万円

財源　県：７２万円　市：２５３万円

　不法投棄防止推進委員による監視体制の強
化や不法投棄防止監視カメラ、看板の設置な
どにより、不法投棄の防止に努めます。

また、環境クリーン
作戦や遠賀川流域河
川一斉清掃の実施、
自治会などが実施す
る環境美化運動の支
援を行います。

■ 空家等対策の推進　( 建築都市課 )

８１３ 万円

財源　国：３９５万円　市：４１８万円

空家等対策計画に基づき、空家化の予防や
適切な管理などの啓発に努めるとともに、老
朽化し危険性の高い空家の解体撤去費用を補
助するなど、空家等対策を進めます。

廃棄物処理とリサイクル対策の推進

■ ごみの減量化・リサイクル活動の推進  
    ( 環境保全課 )

１，１６３ 万円

財源　その他：１６万円　市：１，１４７万円

ごみの減量化・リサイクルを推進するため、
第２・４日曜日に市内２カ所で行っている資
源物拠点回収を継続して実施します。

また、ごみとして処理されている古紙などを有
効活用するため、リサイクル活動登録団体へ奨
励金を交付するとともに、ごみの減量化を図るた
め、生ごみ処理機器やダンボールコンポストの
購入者への補助金の交付を行います。

第１章 自然環境　

下水道等の整備

■ 下水道等の整備　( 下水道課 )

６億９，２５３ 万円

財源　国：２億４，５５０万円　その他：１，２８８万円
         市：４億３，４１５万円（うち市債：３億４，８６０万円）

福岡県が事業主体である遠賀川中流流域下
水道事業の進捗状況に併せて、設計や調査な
どを行いながら、事業認可区域内の幹線管きょ
の整備や末端管きょの整備促進を図ります。

遠賀川中流流域下水道事業では、広域的な
汚水処理対策を図るため、福岡県と関連市町
が連携を図りながら整備を促進しています。

■ 合併浄化槽整備事業　( 下水道課 )

２，４０２ 万円

財源　国：７５２万円　県：８２２万円　市：８２８万円

　汚水処理施設構想に基づき、公共下水道整
備区域以外での浄化槽の設置を推進します。
　また、単独浄化槽や汲み取り便槽からの転
換を行う方に補助を行うことで、さらなる合
併浄化槽の設置促進を図ります。

上水道の安定供給

■ 上水道の安定供給　( 水道課 )

９，５４９ 万円

財源　その他：６５１万円
         市：８，８９８万円（うち市債：７，０６０万円）

老朽化による配水管の更新や浄水場施設の整
備を継続的に進め、水道の安定供給に努めます。

豊かなみどりが輝くふるさとを守る、自然と共生したまちづくり
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第
１
章

治山・治水・砂防対策の充実

■ 森林環境の整備　( 農政課 )

６，８１０ 万円

財源　県：５，２１１万円　その他：１，４５３万円　
　　　市：１４６万円

水源のかん養、土砂災害防止など森林の有
する公益的機能を高めるため、荒廃森林整備
の取組を進めます。

また、犬鳴山系関係自治体と連携し、シカ
の誘引捕獲事業に補助を行うことで、森林被
害を防ぐための取組を
行います。

さらには、森林環境
譲与税を活用すること
で、市有林の整備や放
置竹林の伐採にかかる
費用への補助を行います。

■ 砂防対策の充実　( 土木建設課 )

５，８６０ 万円

財源　県：２，９００万円
　　　市：２，９６０万円（うち市債：２，９００万円）

福岡県の補助事業である急傾斜地崩壊対策
事業により、宮日田地区（金生）と脇田地区の
整備を進めます。

■ 河川・水路などの環境整備
　　( 土木建設課 )

１，７４０ 万円

財源　市：1,740 万円（うち市債：1,440 万円）

　河川の氾濫などの浸水被害を事前に防ぐた
めに、緊急浚渫推進事業債を活用し、河川の
浚渫を計画的に実施します。

第２章 生活基盤・都市基盤　

計画的な土地利用の促進

■ 都市計画変更図書作成業務
　 ( 建築都市課 )

２４２ 万円

財源　市：２４２万円

　土地利用基本方針の検討結果を踏まえ、若
宮地区について、都市計画区域の拡大を図る
ため、都市計画変更に向けた各種検討や資料
作成を行い、都市計画図書を作成します。

■ 国土調査の実施　( 土地対策課 )

１億９８６ 万円　◆

財源　国：４，９０４万円　県：２，４５２万円　
　　   市：３，６３０万円

国土の開発、保全、利用の円滑化を図るため、
令和３年度は、芹田・長井鶴・山口地区の一部
の地籍簿、地籍図の作成と長井鶴・山口地区の
一部の一筆調査・測量を行います。

安全・安心で便利な暮らしを確保する
生活基盤・都市基盤づくり

中心拠点の整備

■ 中心拠点整備事業　( まちづくり推進課 )

１億２，９９５ 万円

財源　国：５，１８０万円　その他：７８０万円
         市：７，０３５万円（うち市債：７，０００万円）

　継続事業の最終年度となる中心拠点の整備
は、解体した旧庁舎跡地に公園やプロムナー
ド、駐車場などの外構工事に取り組みます。

　　　　　　　　　　　　

第
２
章

◆：令和２年度繰越等予算含む

　　　　　　　　　完成イメージ
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第
２
章

■ 幹線道路の整備　( 土木建設課 )

４億２８０ 万円

財源　国：１億５，９９０万円
         市：２億４，２９０万円（うち市債：１億５，１７０万円）

　幹線道路・交通網の環境整備は、周辺地域と
連携して舗装改修や歩道などの整備を計画的に
進め、利便性や安全性、アクセスの向上に努めます。

■ 市民と協働した道路環境の保全
　　( 土木建設課 )

５５０ 万円

財源　市：５５０万円

　市民と行政の協働による良好な道路環境の
保全推進を目的とした道路愛護推進活動につ
いて、積極的に周知を行うことで活動団体の
増加に努めます。

■ 利便性の高い公共交通手段の確保
　　( 産業観光課 )

１億４１０ 万円

財源　県：８６５万円　その他：８，５６１万円　
　　　市：９８４万円

　現行路線の存続を基本に、生活交通手段の確
保に向け、運行形態
やルートの見直しを
引き続き行うととも
に、デマンド型区域
運行方式の本格導
入を図ります。

公園・緑地の整備

■ 協働による公園の管理・活用の推進
　　( まちづくり推進課・土木建設課 )

１，３７８ 万円

財源　その他：１００万円　市：１，２７８万円

　犬鳴川河川公園や２０００年公園、さくら堤
公園は、市民団体などとの協働により管理を
行うとともに、イベントの開催などを通じて、
企業、行政、学校など、多くの方々の交流の
場としての活用を推進します。

定住・住宅施策の推進

■ 定住促進事業　( まちづくり推進課 )

１億１，５２５ 万円

財源　国：４，４５２万円　市：７，０７３万円

　市内に住宅を取得した方に最長７年間、固
定資産税相当額の奨励金を交付する制度、ま
た、市内民間賃貸住宅に居住する新婚・子育
て世帯に家賃の一部を最長３年間補助する制
度など、各種施策を効果的にＰＲしながら定
住を推進します。

■ 市営住宅の保全管理　( 建築都市課 )

１億５，８４０ 万円

財源　国：８，４０３万円　県：７９万円　
　　　その他：７，３５８万円

　市営住宅長寿命化計画に基づき、安全性確保
や長寿命化を図るため、改修工事を実施します。
　また、市民が快適に住み続けられることや、
市民の消費を促し地域経済の活性化を図るた
め、個人住宅や地区公民館を対象に住宅等改
修補助金制度を継続して実施するとともに、
道路に面した危険なブロック塀などの撤去費
用に補助を行うことで、安全・安心な環境整
備を推進します。

道路・交通網・生活環境の整備

■ 生活道路の整備　( 土木建設課 )

１億９，５５８ 万円

財源　国：６０４万円　その他：８，０００万円
　　　市：１億９５４万円（うち市債：８，９１０万円）

　日常生活で利用する生活道路の維持に努め
るとともに、経年劣化した道路の舗装整備を行
い長寿命化を図ります。また、社会資本整備
総 合 交 付 金
を 活 用 す る
ことで、千田・
町 線 外 の 通
学 路 整 備 を
進 め、 歩 行
者 の 安 全 通
行 の 確 保 に
努めます。
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■ 犯罪を防止する環境整備　( 総務課 )

６００ 万円

財源　市：６００万円

自治会などによる防犯灯の設置などを支援す
ることで、犯罪を防止する環境整備を進めます。

■ 交通安全意識の向上　( 健康福祉課 )

１８０ 万円

財源　その他：１８０万円

　高齢運転者の安全運転意識の向上や交通事故
の防止、被害の軽減を図るため、安全装置搭載
自動車の購入、ま
たは所有の自動車
に安全運転支援装
置を設置した方へ
補助金の交付を行
います。

消防・防災・防犯・交通安全の充実

■ 消防団の充実　( 総務課 )

２，４２６ 万円

財源　市：２，４２６万円（うち市債：２，４２０万円）

地域防災の要となる消防団については、消
防団員の加入促進を図るとともに、消防設備
の充実に努めます。令和３年度は、消防ポン
プ自動車を１台購入します。

■ 農産物・特産品の販路拡大　( 農政課 )

１３０ 万円

財源　その他：１３０万円

　宮若うまい米コンクールを引き続き実施す
るとともに、オリジナル米袋を活用すること
で、宮若産米の効果的なＰＲや販路の拡大に努
めます。

また、九州のお米食味コンクールを本市で
開催することにより、宮若米、九州米の知名
度向上を図ります。

■ 農業観光振興センター等整備事業　
　　( 農政課 )

１０億４，０５５ 万円　◆　　　

財源　国：３億７，２６３万円　
　　　市：６億６，７９２万円（うち市債：６億１，２６０万円）

農業と観光の拠点となる施設と体育館を改
修しレストランを整備することで、地域の活
性化を図ります。

第３章 産業 企業誘致と立地企業の発展を支援し、活力ある産業を育て、
雇用を生み出すまちづくり

農林業の振興

■ 小規模農地などへの支援　( 土木建設課 )

２００ 万円

財源　市：２００万円

面積が狭小、湧き水による湿田化など、耕
作不利農地の条件改善のために農家が実施す
る対象事業を補助することで、増加する耕作
放棄地の発生防止に向けた取組を推進します。

■ 就農者の育成支援　( 農政課 )

２，０３４ 万円

財源　県：１，５７４万円　市：４６０万円

水田 ･ 園芸農業の生産コスト低減、生産規
模の拡大に取り組む認定農業者・営農組織に
対して、農業用機械などの導入を支援します。

また、新規就農者の経営確立を支援すると
ともに、営農技術の向上などに取り組む認定
農業者連絡協議会の活動を補助します。

■ 防災意識の醸成と体制の強化   (総務課)

５０６ 万円

財源　市：５０６万円

自助・共助・公助の理念に基づいた地域防
災力の向上に向け、自主防災組織の設立・育
成に取り組みます。

また、防災行政無線や緊急速報メールなど
の多様な情報伝達手段を有効に活用し、迅速
で的確な情報伝達に努めます。

第
３
章

◆：令和２年度繰越等予算含む
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■ 生活利便性の向上　(産業観光課 )

９８ 万円

財源　市：９８万円

買物利便性の向上を図るため、車両による
移動販売事業に取り組みます。

■ 新規創業に対する支援  ( 産業観光課 )

２１０ 万円

財源　市：２１０万円

地域経済の活性化と雇用の創出を図るため、
事業所の開設に係る資金や融資に係る利子の一
部を補助することで、創業を促進します。

企業誘致の推進

■ 企業誘致の推進　( まちづくり推進課 )

１億１，５５３ 万円

財源　市：１億１，５５３万円

　自動車関連企業など複数の企業が進出し、
市内の工場用地が不足していることから、工
場用地バンクの充実に努めるとともに、宮若
北部工業用地造成事業ついては、福岡県と連
携し、早期完成に向けて取組を進めます。

また、引き続き、各種優遇制度を活用して、
企業誘致の推進を図ります。

観光の振興

■ 直方・鞍手広域連携プロジェクト  
　  ( 秘書政策課 )

６５ 万円

財源　市：６５万円

直方・鞍手地域の広域
連携による一体的な地域
振興を図るため、福岡県と
直鞍２市２町で取り組ん
でいるプロジェクトで、体
験交流型プログラムや人
材育成事業を通して圏域
の魅力を発信していきます。

■ 有害鳥獣被害対策の推進　( 農政課 )

６２５ 万円

財源　国：３万円　市：６２２万円

　深刻化する農作物などへの鳥獣被害に対応
するため、駆除数の増加に向けた補助制度や
猟友会などと連携
した駆除活動を強
化するとともに、
電気牧柵などの設
置・補助を行うこ
とで、被害防除に
取り組みます。

■ 多面的機能支払交付金　( 農政課 )

３，４１９ 万円

財源　国：１，７１９万円　県：８５５万円　市：８４５万円

　農業や農村は、自然環境の保全や水源のか
ん養、良好な景観の形成など多面的機能を有し
ていますが、過疎化・高齢化などの進行に伴う
集落機能の低下により、地域の共同活動によっ
て支えられている多面的機能の発揮に支障が
生じつつあります。　　　　

このため、地域の共同活動に支援を行うこ
とで、農用地や水路、農道、ため池などの地
域資源の適切な保全管理を推進するとともに、
共同活動を行う地域の拡大を図ります。　

　　　　　

商業の振興

■ 特産品の開発・販路開拓の推進　
　 ( 産業観光課 )

２５０ 万円

財源　市：２５０万円

特産品や農産物の
販路開拓や宮若ブラ
ンドの確立を図るた
め、商業者と認定農業
者などで組織する宮若
じまん振興会の支援を
通じて、販路拡大や
普及促進を図ります。
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■ 待機児童解消に向けた取組　　　
　  ( 子育て福祉課 )

３，８２２ 万円

財源　県：１，５４３万円　その他：１，５９９万円　　　　
　　　市：６８０万円

  待機児童を解消する取組として、保育士確
保のための就労支援給付金制度と家賃補助制
度を引き続き実施します。そのほか、企業主
導型保育施設を利用しやすいよう、利用者負
担額への補助を行うとともに、保育士の負担
軽減のため、保育補助者の雇用にかかる経費
への補助などを行います。

■ 保育サービスの充実  ( 子育て福祉課 )
７億２，７３８ 万円

財源　国：３億５，１０４万円　県：１億４，８９３万円
　　　その他：３，９５２万円　市：１億８，７８９万円

　保育所や認定こども園における通常・延長保
育などの保育サービスを実施するとともに、預
かり保育などの利用にかかる支援を行います。

また、保育所や認定こども園に対し、特別
保育のための加配職員の雇用や、英語教育の
ための経費に補助を
行うことで、より保
育の質が高められる
よう市独自の支援を
行います。

第４章 保健・福祉

児童・母子福祉の充実

■ 子育て支援センターの充実
　  ( 子育て福祉課 )

８，４２２ 万円

財源　国：１，０９４万円　　県：１，０６４万円
　　　その他：７９６万円　市：５，４６８万円

　子育てにおける負担や孤独感を軽減するた
め、地域における子育て支援の拠点として、子
育て支援センターにて、一時預かり保育や子育
て相談、親子の交流の場となる活動を行います。

■ 学童保育所の運営・整備　
　　( 子育て福祉課 )

８，４０９ 万円

財源　国：２，４２９万円　　県：２，３５１万円
　　　その他：４３０万円　市：３，１９９万円

　学童保育所については、令和２年度に着
手した子育て支援センターを併設した宮
若西学童保育所の整備を秋頃の開所に向
けて進めるとともに、令和４年度に開校予
定の光陵小学校の整備に伴う光陵学童保
育所についても、子育て支援センターを併
設した施設として整備を進めます。
　 ま た、社 会
福祉協議会と
連 携 し、学 童
保育所の安定
的な運営に努
めます。　

市民が健康に暮らし、高齢者や子どもを支え合う、
安心な暮らしを高める社会づくり

観光の振興

■ 資源を活かした着地型観光の推進    
　  ( 産業観光課 )

４２４ 万円

財源　その他：４２４万円

　市のイメージアップを図るため、特産品か
つイメージキャラクターでもある追い出し猫
を観光物産展などのイベントで積極的に活用
して、特産品や観光資源のＰＲを行います。
　

また、Web サイト宮若なびや観光パンフレッ
トなどにより市の魅力を発信するとともに、
民 間 事 業
者 と 連 携
し、 入 込
客 や 交 流
人 口 の 拡
大 を 図 り
ます。

第
３
章
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■ 不妊治療への支援　(健康福祉課 )

２７０ 万円

財源　その他：２７０万円

　子どもができない悩みを抱えている夫婦が、
子どもをもてるような環境をつくるため、不
妊治療に要する治療費の一部を助成し、経済
的負担の軽減を図ります。

■ 産後ケアの推進　(健康福祉課 )

５０ 万円

財源　国：２５万円　市：２５万円

出産後１年までの母と子に対して、母親と乳
児の心身のケアや育児のサポートを行い、安心
して育児ができる支援体制を整えます。

高齢者福祉の充実

■ 介護予防活動の推進　(健康福祉課 )

５，９６１ 万円

財源　その他：４，０２６万円　市：１，９３５万円

　介護予防教室や居場所づくりなどの介護予防
事業を通して、要介護状態などへの予防と、要
介護状態などの軽減・悪化の防止に努め、住み
慣れた地域でいつまでも健康で生きがいをもっ
て生活を送ることができるよう支援します。

■ 地域包括ケア体制の確立
　 ( 健康福祉課 )

６，２２２ 万円

財源　その他：５，８４１万円　市：３８１万円

　団塊の世代が７５歳以上となる令和７年を目
処に、高齢者が住み慣れた地域で自分らしい
暮らしを人生の最後まで続けることができる
よう、医療・介護・介護予防・住まい・生活
支援が一体的に提供される地域包括ケアシス
テムの充実を図るた
め、生活支援サービ
スの体制整備や在宅
医療・介護連携、認
知症施策、地域ケア
会議の推進などに取
り組みます。

■ 高齢者の保健事業と介護予防の
　 一体的実施　(市民課･健康福祉課 )

６９４ 万円

財源　その他：６９４万円

　健診データや医療・介護のレセプト情報を活
用して高齢者の健康課題を把握し、心身の特性
に応じた保健事業と介護予防を一体的に実施
することで、市民の健康寿命の延伸を図ります。

障がい福祉の充実

■ 障がい福祉サービスの提供
  　( 子育て福祉課 )

１０億９，２８１ 万円

財源　国：５億３，０２６万円　県：２億６，２３８万円
　　　その他：２３４万円　  市：２億９，７８３万円

障がいのある人が住み慣れた地域で自立し
た生活を送れるよう、生活環境の整備や相談・
支援体制の強化に努めるとともに、各種障が
い福祉サービスの提供を行います。

■ チャレンジ雇用の実施　( 総務課 )

２１５ 万円

財源　市：２１５万円

　障がいのある人が民間企業へ就職するため
の経験を積む機会としてチャレンジ雇用を実
施し、民間企業への円滑な就職を支援します。

社会福祉の充実

■ 相談体制の充実　(保護人権課 )

２，００３ 万円

財源　国：１，５６１万円　市：４４２万円

　生活保護制度に精通した面接相談員を配置
し、要保護者からの生活相談に対する指導・
助言や生活保護の申請手続きなどの支援を行
うことで、生活保護行政の適正化に努めます。
また、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、生活に困窮している方への相談体制を整
えることで、自立に向けた包括的な支援を継
続して行います。



11Miyawaka Money Book

第
４
章

■ 社会福祉協議会の活動支援
　　(子育て福祉課 )

６，１６５ 万円

財源　市：６，１６５万円　

　社会福祉協議会が実施している地域福祉推
進事業、ボランティア活動推進事業、各種相
談事業、高齢者・障がい者（児）支援事業など、
福祉事業活動の拡充を支援します。

■ 民生委員・児童委員の活動支援
　　(子育て福祉課 )

３８８ 万円

財源　市：３８８万円　

市民の生活上の相談や高齢者・子どもの見守
りなど、身近な地域
福祉活動の中心的な
役割を担う民生委員・
児童委員の活動を積
極的に支援します。

健康づくりの推進

■ 新型コロナウイルス感染症対策　　
　　( 総務課・市民窓口課・健康福祉課・産業観光課・
　　教育総務課・学校教育課・社会教育課 )

２億６，１５３ 万円　◆

財源　国：２億６，１５３万円

　新型コロナウイルス感染症の蔓延を防ぐた
め、国が定める優先順位に基づいた予防接種
を行うとともに、感染拡大防止や感染への不
安解消のため、ＰＣＲ検査の費用を補助します。

また、時短営業の要請を受けた飲食店の取
引先への給付金や大学生などへの給付金事業、
学校や公共施設の蛇口などを非接触型へ改修
するとともに、感染症対策用の備品の設置を
行うなど、引き続き感染拡大防止を図ります。

今後の感染
状況に応じて、
適切に対策を
講じていくこ
とで、市民の
皆様が安心し
て過ごせるよ
う努めます。

■ 予防接種の実施　(健康福祉課 )

８，５５９ 万円

財源　国：２２６万円　市：８，３３３万円

　感染症予防のため、予防接種法に基づく定期
予防接種、高齢者肺炎球菌助成・風しん抗体検
査などを実施します。

■ 総合健診の実施　(健康福祉課 )

２，２３１ 万円

財源　国：８０万円　県：２０万円　市：２，１３１万円

生活習慣病の早期発見のため、検診の必
要 性 に つ い て 周 知 を 行 い、 総 合 健 診 の 受
診率向上を図り、医療費抑制に繋げます。 
＜実施内容＞

・健康診断　　　・歯科健診
・骨粗鬆症検診　・肝炎ウイルス検査
・がん検診
 （胃がん、肺がん、大腸がん、子宮がん、
   乳がん、前立腺がん）

■ みやわか健康ポイント事業
　 ( 健康福祉課 )

３４３ 万円

財源　市：３４３万円

　自主的な健康づくりを支援するため、健康づく
りに関する事業に参加することでポイントを獲得
し、ポイント数に応じて応募者全員に記念品を贈
呈します。

医療の充実

■ 医療費適正化対策　( 市民課 )

１４ 万円

財源　県：５万円　市：９万円

　国民健康保険財政の健全化に向けた取組の一
つとして、後発医薬品（ジェネリック医薬品）
の使用による医療費減額通知の送付を通じて、
先発医薬品と同等で
あるジェネリック医
薬品の使用を促進す
ることで、医療費の
適正化に努めます。

◆：令和２年度繰越等予算含む
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■ 特定健診・特定保健指導　
　　( 市民課・健康福祉課 )

２，７１６ 万円

財源　県：１，１９６万円　市：１，５２０万円　

　特定健診は内臓脂肪型肥満に着目した健康
診査であり、メタボリックシンドローム（内臓
脂肪症候群）に該当する人などを対象に生活指
導などを行い、生活習慣病を予防することを
目的としています。

　また、医療機関と連携を図り受診率の向上
に努めるとともに、健診の結果が生活習慣病
の予備軍や要受診者となる人を対象に、保健
師・管理栄養士に
よる受診指導、生
活改善指導を実施
することで、疾病
の発症・悪化の防
止に努めます。

第５章 教育・文化

学校教育の充実

■ 確かな学力の育成　( 学校教育課 )

２，７０４ 万円

財源　県：２３２万円　市：２，４７２万円

　幼稚園・小中学校が同じ目標に向かって共
通の取組を推進しながら、子どもたちの生活
習慣、学校教育の基盤づくりや学力向上を目
指すため、学力向上プロジェクト E 事業を中
心に様々な事業を実施しています。
　また、放課後学習「みやわかアフター・スクー
ル」を全小中学校で実施し、子どもたちの学
習支援を行います。
　さらに、教員の資質向上のための研修会「み
やわか教師塾」の開催や、学力実態調査・体力
実態調査を実施します。

■ 特別支援教育の充実  ( 学校教育課 )
２，５６９ 万円

財源　市：２，５６９万円

　小中学校の特別支援学級に在籍している児
童生徒や通常学級に在籍している発達障がい
がある児童生徒など、特別な支援が必要な子
どもたちに適切な教育的支援を行うために、
特別支援教育支援員の配置を行うなど、特別
支援学級などの教育活動の充実を図ります。

また、特別に支援を必要とする児童生徒の
就学などについては、発達障がい相談支援カ
ウンセラーによる助言や特別支援教育連携協
議会の中で関係機関との情報交換を行い、円
滑に連携していくことで、当該児童生徒にとっ
て適切な教育支援を行います。　

■ 教育施設の適正配置　( 教育総務課 )

　　（学校再編事業）
２８億１，０９２ 万円

財源　国：４億５，２０４万円　県：３，３４５万円
市：２３億２，５４３万円（うち市債：２０億９，１００万円）

　宮田東小学校と宮田小学校を再編する小学校
の令和４年４月の開校に向け、学校給食共同調
理場や学童保育所、子育て支援センターを併設
した学校施設を宮田光陵中学校跡地に整備する
ため、建設工事を実施します。

また、保護者の
代表や教職員で組
織する再編準備委
員会にて、校歌や
校章の選定などを
行います。

■ 情報教育の推進　( 学校教育課 )

５，５２２ 万円

財源　国：１５６万円　市：５，３６６万円

　国の GIGA スクール構想に伴い整備した児
童生徒１人１台タブレット端末や電子黒板な
どの ICT 機器を活用した教育効果をさらに高
めるため、学習支援ソフトを導入し、学習の
個別最適化を図るとともに、新学習指導要領
に定める情報活用能力の育成に努めます。

また、ICT 支援員や GIGA スクールサポー
ターを配置し、教職員の ICT 活用指導力の向
上を図ります。

子どもの「生きる力」を育てる学校教育と、
多彩な市民交流を生む社会教育の充実
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■ 安全・安心な学校給食の提供
      ( 学校教育課 )

１億２，３９１ 万円

財源　その他：１億１，４０５万円　市：９８６万円

　新鮮で安全な地元農産物を積極的に学校給
食に導入することで地産地消に取り組むとと
もに、給食費会計の適正化を図るため公会計
化に向けた取組を行います。

スポーツの推進

■ 聖火リレーの実施 
    ( 秘書政策課・社会教育課 )

７２７ 万円

財源　その他：７２７万円

　令和３年５月１２日に市内で開催される東京
2020 オリンピック聖火リレーでは、ボランティア
スタッフの協力や関係機関との連携を図ることで
円滑な運営に努めます。

青少年の健全育成

■ 体験学習の充実  ( 社会教育課 )
７７ 万円

財源　市：７７万円

　小学生が様々な活動を体験することで、自
ら学び、自ら考える力や豊かな人間性など、
生きる力を育むこと
を目的として、わい
わいサークルやサ
マーチャレンジ、ス
プリングチャレンジ
を開催します。

■  ＩＴ人材育成事業  ( 秘書政策課 )
９８ 万円

財源　国：４９万円　市：４９万円

　直鞍地域の２市２町共同で、中・高生を対
象としたプログラミング教
室を実施し、実践的な情報
技術に触れる機会を提供す
ることで、専門人材の育成・
確保に努めます。

生涯学習の推進

■ 読書活動の充実　( 社会教育課 )

１，５６９ 万円

財源　県：１０万円　その他：１５０万円　
　　　市：１，４０９万円

　ふるさと納税を有効に活用して児童書を増や
し、おはなし会やブックスタート、家読など、
児童書を活用した事業を充実させることで、
幼少期の子どもの読書活動を推進します。

■ 笠松地区地域コミュニティ拠点     
    施設の整備　( 社会教育課 )

７００ 万円

財源　市：７００万円

　笠松地区の地域コミュニティ拠点施設である笠
松研修センターについて、施設内の各所で不具合
が生じているため、施設の総点検に基づき、住民
参加型による整備に向けた基本計画の策定に取り
組みます。

芸術文化活動の充実

■ 芸術文化活動の推進  ( 社会教育課 )
２０５ 万円

財源　市：２０５万円

　市民文化祭やコンサートなどを開催し、市民が
芸術文化に触れる機会の提供に努め、芸術文化
活動の活性化を図ります。

文化財の保護・継承

■ 文化財の整備・保存の推進
　 ( 社会教育課 )

１億９，５７９ 万円

財源　市：１億９，５７９万円（うち市債：１億７，５５０万円）

若宮西小学校跡地に文化財の収蔵・展示と
地域の活動拠点の機能を併せ持つ文化財収蔵・
展示施設の改修工事に取り組みます。
　また、国指定史跡である竹原古墳の保存整
備工事の完成後にシンポジウムを開催し、竹
原古墳の歴史や魅力について広く発信します。
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第６章 市民協働・コミュニティ

市民参加の推進

■ 広報・広聴の充実　( 秘書政策課 )

１，９６２ 万円

財源　県：５５万円　その他：１２３万円　
　　　市：１，７８４万円

　市の魅力を市内外へ広く発信し、認知度を高
めていくため、主要施策や地域情報について、
広報紙や公式ホームページ、公式インスタグラ
ムをはじめとしたＳＮＳなど様々な媒体を活
用した多角的で効果的な情報発信を行います。

■ 新国富指標調査分析事業　(秘書政策課)

１３０ 万円

財源　その他：１３０万円

第２次宮若市総合計画の推進にあたり、九州
大学都市研究センターで研究されている「新国
富指標」（長期的に持続可能な発展を計測するた
めに開発された経済指標）を活用することで、
持続可能な発展を目指したまちづくりを進めます。

■ 市民参加機会の確保　( 秘書政策課 )

１５９ 万円

財源　その他：１００万円　市：５９万円

公募による１０名の市民で構成する第６期
まちづくり委員会では、商品のブランディン
グやマーケティングの方法について学びなが
ら、市民目線での特産品の開発に向けた取組
を引き続き行います。

■ 産官学連携による市の魅力発信　　
　　( 秘書政策課 )

１００ 万円

財源　その他：１００万円

株式会社トライアルホールディングスとの
「リモートワークタウン ムスブ宮若」連携協定
に基づき、宮若市・トライアル・九州大学の
産官学連携による文化芸術振興の取組「宮若
国際芸術トリエンナーレ」の開催を契機とし
た市の魅力発信を行います。

地域コミュニティの形成

■ コミュニティ活動の活性化
　　( まちづくり推進課 )

２４０ 万円

財源　市：２４０万円

職員の地域担当制度については、市内８ブロッ
クで地域と職員が協働して事業を実施します。

人権尊重社会の構築

■ 人権教育・啓発の促進
　　(保護人権課・社会教育課 )

６４ 万円

財源　県：１２万円　市：５２万円

　身近な生活の中にある差別に気づき、お互
いの人権が尊重される地域づくりを推進する
ため、人権講演会や地域懇談会などを開催し、
人権教育・啓発に取り組みます。
　また、令和２年
度に実施したアン
ケート結果に基づ
き、第２次宮若市
人権教育・啓発基
本計画の策定に取
り組みます。

地域情報化の推進

■ 地域情報化の推進  ( 総務課 )
６，１６５ 万円　◆

財源　国：３，９６３万円　
　　　市：２，２０２万円（うち市債：２，０９０万円）

通信事業者と協力し、市内全域で市民が光
ファイバー回線を利
用した超高速インター
ネットサービスを享受
できる環境を整備す
ることで、地域情報化
の推進に努めます。

市民とともに地域の課題解決に向けて
取り組んでいく協働のまちづくり
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第７章 計画の推進と実現のために

■ 輝くふるさと応援寄附金　( 財政課 )

７，３６４ 万円

財源　その他：５，６００万円　市：１，７６４万円

輝くふるさと応援寄附金については、魅力
的な返礼品の開拓や寄附サイトの掲載内容を
充実させることで、安定的な歳入確保や地場
産業育成による地域活性化、シティプロモー
ションの推進を図ります。

■ 第２次宮若市総合計画
　 後期基本計画の策定  ( 秘書政策課 )

２７０ 万円

財源　市：２７０万円

　第２次宮若市総合計画は、宮若市が目指すま
ちづくりの指針を示した１０年間のマスター
プランで、実施すべき施策や事業を示した基
本計画を前期と後期の５年間に分けて策定し
ています。令和５年度からの後期基本計画の
策定に２カ年で取り組むため、今年度は市民
意識調査などを行います。

■ 固定資産（土地）評価修正に伴う      
    標準宅地時点修正業務
 　( 税務収納課 )

１３７ 万円

財源　市：１３７万円

　地価の下落を次年度の固定資産評価額に反
映させるため、７月１日時点における標準宅地
の時点修正率を鑑定評価により求めることで、
市内全域の宅地などの価格修正を行います。

■ 地番現況図などの更新　( 税務収納課 )

１，４２５ 万円

財源　市：１，４２５万円

課税対象物件の的確な把握による適正な課
税を図るため、地番現況図や公図の通年異動
更新を行い、令和３年度評価替えに向けて土地
評価見直し業務を進めます。

■ 収納率の向上及び滞納対策の強化
 　( 税務収納課 )

１８４ 万円

財源　市：１８４万円

　収納率の向上のため、ファイナンシャルプ
ランナーによる多重債務者のための過払い利
息分の返還請求など、家計改善指導に取り組
み収納率の向上を図ります。

また、資力のある滞納者に対して、動産、
不動産の差押を積極的に行い、公売会などを
活用し差押不動産の公売を行うため、不動産
鑑定士に評価を委託します。

さらに、相続財産管理人選任業務を委託し、
選任された管理人により相続財産の処分を行
い、滞納となっている税の解消を図ります。

◆：令和２年度繰越等予算含む



16 Miyawaka Money Book

一　般　会　計 １９６億３，０６６万円　

                 歳　入
区分 予算額

市税 ４９億４，３８９万円
地方譲与税 １億７，０３８万円
利子割交付金 ３１０万円
配当割交付金 ９３０万円
株式等譲渡所得割交付金 １，０９０万円
法人事業税交付金 １億２，５５０万円
地方消費税交付金 ６億５，４５０万円
ゴルフ場利用税交付金 ４，６５０万円
環境性能割交付金 １，９３０万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金 １５０万円
地方特例交付金 ５，５２０万円
地方交付税 ３１億７，３１９万円
交通安全対策特別交付金 ５５０万円
分担金及び負担金 ６，８１５万円
使用料及び手数料 ３億５，６４７万円
国庫支出金 ３８億３，２０９万円
県支出金 １２億３，６２０万円
財産収入 ８，７４４万円
寄附金 １億４，３６０万円
繰入金 ６億５７８万円
繰越金 ４億円
諸収入 ３億８，９７８万円
市債 ３２億９，２３９万円

性質別
区分 予算額

人件費 ２５億７，６６６万円
扶助費 ４６億２，４３９万円
公債費 １６億５，０８３万円
投資的経費 ４３億６，８６５万円
物件費 ２４億６，６８６万円
維持補修費 ３億１，２０３万円
補助費等 １９億２，０９６万円
繰出金 １４億３，１９９万円
積立金 １億９，７０９万円
投資及び出資金・貸付金 ２，１２０万円
予備費 ６，０００万円

目的別
区分 予算額

議会費 １億６，２２５万円
総務費 １９億９，２２０万円
民生費 ６８億５，３５５万円
衛生費 １３億３，２１７万円
農林水産業費 ５億６，０６３万円
商工費 ３億８，８７０万円
土木費 １６億１，６５８万円
消防費 ５億２，２４１万円
教育費 ４４億９，１３４万円
公債費 １６億５，０８３万円
予備費 ６，０００万円

歳　出

資料．予算概要
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国民健康保険特別会計 ３２億１，０２７万円　

歳　出歳　入
区分 予算額

国民健康保険税 ５億５５１万円
使用料及び手数料 ４０万円
県支出金 ２４億１，０４２万円
繰入金 ２億９，０４１万円
諸収入 ３５３万円

区分 予算額
総務費 ５，６８３万円
保険給付費 ２３億６，７３３万円
国民健康保険事業費納付金 ７億５，０００万円
保健事業費 ２，７９６万円
諸支出金 ３１５万円
予備費 ５００万円

後期高齢者医療特別会計 ４億７，０７４万円　

歳　入 歳　出
区分 予算額

後期高齢者医療保険料 ３億２，４７３万円
使用料及び手数料 ４万円
繰入金 １億４，５３７万円
諸収入 ６０万円

区分 予算額
総務費 ６２４万円
後期高齢者医療広域連合納付金 ４億６，２１２万円
諸支出金 １１０万円
保健事業費 ７８万円
予備費 ５０万円

吉川財産区特別会計 １６７万円　

歳　入 歳　出
区分 予算額

財産収入 ５万円
繰入金 １６２万円

区分 予算額
総務費 ６６万円
財産費 ８１万円
予備費 ２０万円
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水道事業会計

（２）資本的収入及び支出

（１）収益的収入及び支出

区分 予算額
給水収益 ４億１，９３３万円
受託工事収益 １，０００万円
その他の営業収益 ２４万円
負担金 １，８４３万円
受取利息及び配当金 １万円
他会計補助金 １２万円
水道加入金 １６５万円
長期前受金戻入 ６，５３２万円
雑収益 ３２万円

区分 予算額
企業債 ７，０６０万円
負担金 ６５１万円

区分 予算額
施設改良費 ９，６６３万円
固定資産購入費 １，０６９万円
企業債償還金 １億２，７２７万円
予備費 １００万円

区分 予算額
原水及び浄水費 １億１，９７６万円
配水及び給水費 ８，６７１万円
受託工事費 １，０００万円
総係費 ５，１９６万円
減価償却費 １億９，４２９万円
資産減耗費 １４９万円
支払利息及び企業債取扱諸費 ２，５４２万円
消費税及び地方消費税 １，７５０万円
特別損失 １万円
予備費 １００万円

収　入 ５億１，５４２万円 支　出 ５億８１４万円

収　入 ７，７１１万円 支　出 ２億３，５５９万円

簡易水道事業会計

（１）収益的収入及び支出

区分 予算額
給水収益 ４，６２２万円
受託工事収益 １，０００万円
その他の営業収益 ５万円
負担金 ７９１万円
受取利息及び配当金 １万円
他会計補助金 ２，３７２万円
水道加入金 １９８万円
長期前受金戻入 ３，１１０万円
雑収益 １万円

区分 予算額
原水及び浄水費 １，４８７万円
配水及び給水費 ５５９万円
受託工事費 １，０００万円
総係費 ２，５９０万円
減価償却費 ５，１５２万円
支払利息及び企業債取扱諸費 ６８３万円
消費税及び地方消費税 １７１万円
特別損失 １万円

収　入 １億２，１００万円 支　出 １億１，６４３万円
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下水道事業会計

（２）資本的収入及び支出

（１）収益的収入及び支出

区分 予算額
下水道使用料 ４，８６２万円
雨水処理負担金 ７０６万円
その他営業収益 １４万円
受取利息 １万円
他会計負担金 １億８９５万円
他会計補助金 １億１，９００万円
長期前受金戻入 １億９０３万円
消費税還付金 ５００万円
雑収益及び特別利益 １万円

区分 予算額
企業債 ３億４，８６０万円
国庫補助金 ２億４，５５０万円
負担金及び分担金 １，２８８万円
他会計負担金 ２，７１８万円
他会計補助金 ９，２３０万円

区分 予算額
建設改良費 ６億９，２５３万円
企業債償還金 １億３，２１８万円
予備費 １０万円

区分 予算額
管渠費 ２１０万円
ポンプ場費 ６６１万円
業務費 ８６万円
総係費 ４，３０１万円
流域下水道維持管理負担金 ９，６１１万円
減価償却費 ２億３０６万円
支払利息及び企業債取扱諸費 ４，４１０万円
特別損失 １万円

収　入 ３億９，７８２万円 支　出 ３億９，５８６万円

収　入 ７億２，６４６万円 支　出 ８億２，４８１万円

（２）資本的収入及び支出

区分 予算額
他会計補助金 ２，８４６万円
負担金 ５１１万円

区分 予算額
施設改良費 ８９６万円
固定資産購入費 ４３０万円
企業債償還金 ４，６３７万円
予備費 ２０万円

収　入 ３，３５７万円 支　出 ５，９８３万円



まちづくり出前講座のご案内
■ 市役所や警察署、消防署などの職員が皆さんの
ところへ出向いて講座を開催します。
　普段からの疑問や、暮らしに役立つ知識を仲間と一緒に学び
たい方のために、好きな講座を選んでいただき、市役所などの
職員が講座を開催するのが「まちづくり出前講座」です。
　市民の皆さんに市政や公的な制度に対する理解を深めていた
だき、協働のまちづくりを推進することも、この出前講座の目
的です。

■ 原則、１０人以上の会合であることが必要です。
　原則として市内に在住、在勤、在学する１０人以上のグループ、
団体が対象です。より多くの方に講座を聞いていただくことと、
定例の会合などの機会に利用していただきたいと考え、このよ
うな条件を設けています。
　また、公序良俗に反する恐れのある場合や政治、宗教、営利
を目的とする場合など、出前講座の目的に反する場合は講座を
お断りします。

■ 年末年始を除き、開催できます。
　令和３年（２０２１年）１２月２５日（土）から翌年１月３日

（月）の１０日間を除き、午前１０時から午後９時まで開催できま
す。対応が難しい期間は、備考欄に休講期間等を記載していま
す。その他、希望に添えない場合もありますので、あらかじめ
ご了承ください。

■ 受講料は無料です。会場の準備は皆さんで。
　受講料は無料です。会場の準備は主催者である皆さんのお力
でお願いします。（スクリーンやプロジェクターがない場合は
持ち込みます。）

令和３年（２０２１年）度版

Ｍenu（メニュー）

◆ 法務局・警察署・消防署・社会福祉協議会・宮若市観光がいどの会の講座（８講座）
テーマ・内容 時間 備考

１ ●相続と遺言について
　法務局の業務である登記制度を中心に、相続手続きについて説明します。 ６０分 法務局による講座です。

２ ●犯罪被害にあわないための防犯教室
　様々な犯罪を予防するための防犯教室です。 ３０分〜

  ６０分
（相談可）

警察署による講座です。
（１０時〜１７時）※平日のみ
※状況によって対応できない場合
があります。３ ●高齢者の交通事故防止について

　高齢者の交通事故を防止するための講座を行います。

４
●地域福祉について
　見守り活動・サロン活動（公民館等の小さな地域を拠点としたお年寄りの健
康・生きがいづくり活動）の説明を行います。

６０分 社会福祉協議会による講座です。

５

●知っておきたい！防火・防災事前の備え
　各グループや地域での防火（消火器を使用しての消火訓練も可能）・防災・
地震（東日本大震災の教訓を基本として）への知識や、災害時の対処方法等
について説明します。

６０分

消防署による講座です。
（９時〜１２時）※平日のみ
※４月〜５月は休講します。
※状況によって対応できない場合
があります。

６

●普通救命講習会（修了証を交付します）
　応急処置、ＣＰＲ（心肺蘇生法）実技、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の取
扱いなどを説明します。ビデオや心肺蘇生訓練用の人形を使用しての実技訓
練も実施します。

１８０分 消防署による講座です。
（９時〜１２時）
※４月〜５月は休講します。
※状況によって対応できない場合
があります。７ ●簡易救命講習会（修了証の交付はありません）

　普通救命講習会の内容を簡略化して説明します。 ６０分

８

●宮若市観光がいどの会によるふるさとのお話
　自分たちが暮らす宮若に、こんな物語があったなんて。地元観光ガイドが語
る興味深いお話を聞いてみませんか？
竹原古墳の謎／加藤司書と犬鳴御別館／宮若～郷土の偉人たち／笠松と釘抜
き地蔵さん／雲海を臨む～鞍手の最古刹／「清水寺」悲劇の宗像騒動と円通
院／黒田家と宮若

６０分〜
  ９０分

（相談可）

講座は無料です。
※現地でのガイドは有料で実施しま
す。（2 時間 1,000 円 / 団体）

（現地ガイド希望の場合は、宮若市
観光がいどの会へおつなぎします）

出
前
講
座
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■ （お問い合わせ）宮若市役所 秘書政策課 秘書広報係
●電話　0949‐32‐0512　　● FAX　0949‐32‐9430
● E メール　hisyokoho@city.miyawaka.lg.jp

■ 新型コロナウイルス感染症対策に関するお願い。
　マスクの着用、消毒液の準備など感染防止対策をとっていた
だきますようお願いします。また、発熱や風邪の症状があるな
ど体調がすぐれない方の参加はお控えください。
　※マスクを着用して説明させていただきます。
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◆ まちづくりに関する話（１２講座）
テーマ・内容 時間 備考

９
●協働のまちづくりについて
　宮若市のまちづくりの最高規範である宮若市自治基本条例をわかりやすく説
明します。

３０分 パワーポイントを使用します。

１０ ●第２次宮若市総合計画前期基本計画について
　平成３０年度から５年間の市の主要な取組について説明します。 ３０分

１１
●定住のススメ
　「新婚世帯や子育て世帯への家賃補助」や「新たな住宅取得への奨励金」な
ど市の定住促進策について紹介します。

４０分

１２

●認可地縁団体について
　認可地縁団体の設立手続き等について説明します。
※認可地縁団体：自治会等、広く地域社会全般の維持などを目的とした団体
のなかで法人格を有した団体

３０分

１３ ●空き家について
　宮若市の空き家の現状と空き家の予防、対策、利活用などについて説明します。 ３０分

プロジェクター・スクリーンを使用
します。

１４ ●宮若市の財政状況について
　宮若市の決算状況や財政指標を説明します。 ４０分

１５
●まちづくりに対する支援制度について
　市民の皆さんが行う、まちづくり活動や地域コミュ二ティ活動に対する補助
金制度などについて説明します。

３０分

１６ ●情報公開制度と個人情報保護制度について ３０分

１７ ●宮若市の広聴制度について
　皆さんの意見を取り入れる市のしくみを説明します。 ４０分

１８ ●都市計画って何？
　都市計画制度と宮若市の現状を説明します。 ３０分

１９ ●宮若市道路愛護推進活動について
　道路愛護推進活動の内容や、過去の取組についてお話しします。 ３０分

２０
●ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）について　
　国連が提唱する持続可能な開発目標について、事例を交えながらわかりやす   
く説明します。

３０分

◆ 福祉・健康づくりに関する話（１４講座）
テーマ・内容 時間 備考

２１

● 40 ～ 74 歳対象の健診からみえてきたもの
　～特定健診について考える～
　特定健診の受診や生活習慣病予防がいかに医療費抑制につながっているか
についてお話しします。

４０分〜
  ６０分

（相談可）

２２

●成年後見制度・エンディングノートについて
　自分ひとりで判断することが難しい方の権利を守り、生活を支援する成年後
見制度や、もしものときに家族へ想いや希望を伝えるためのエンディングノート
に関することについて説明をします。

６０分
プロジェクター・スクリーンを使用
します。
教材を使用します。

２３ ●介護予防について
　介護予防について学習し、毎日を活動的に過ごすためのアドバイスなどを行います。 ６０分 プロジェクター・スクリーンを使用

します。

２４

●認知症を知ろう
　“あなたも認知症サポーター”
　１人でも多くの人が認知症の人や家族の理解者・応援者となっていただき、
認知症になっても誰もが安心して暮らせるまちになるように考える講座です。

６０分〜
９０分

プロジェクター・スクリーンを使用
します。
開講希望日の１カ月前までにお申し
込みください。
※児童・生徒用も No.54 に記載し
ています。

２５
●介護保険制度と高齢者福祉サービスの利用について
　介護保険制度や市が行う高齢者福祉サービスについて、内容や申請方法な
どを説明します。

４０分

２６
●障がいのある人にはどんなサービスがあるの？
　障がい（身体、知的、精神）のある人が、どのような申請や手続きをすれば
サービスを受けることができるのかを説明します。

４０分
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２７
●健康診断で何がわかる？
　市が実施している健康診断（がん検診など）について、その必要性や受診方
法についてお話しします。

４０分

２８ ●食生活について
　健康づくりや生活習慣病予防のための食生活について説明します。 ６０分

調理実習は別途打ち合わせを行い
ます。（材料費のみ実費）

２９ ●食育について
　子どもの食べる力を育むための説明または調理実習を行います。 ６０分

３０
●健康づくりについて
　メタボリックシンドロームや糖尿病、心臓病などご希望の生活習慣病につい
て詳しくお話しします。

６０分 ※事前に希望内容をお伝えください。
※状況によって対応できない場合
があります。

３１ ●子どもの健康について
　乳幼児期の子育てについてお話しします。 ６０分

３２
●子育て支援サービスについて
　保育所・子育て支援センター・学童保育所の運営や手当などの子育て支援事
業について説明します。

３０分
※６月〜８月、１１月〜１２月は休講し
ます。
※状況によって対応できない場合
があります。

３３ ●保育所の入所について
　市内保育所の入所基準などについて説明します。 ３０分

３４ ●児童虐待防止について
　児童虐待に気づいたとき、どうしたらよいか説明します。 ３０分

◆ くらしに関する話（１０講座）
テーマ・内容 時間 備考

３５ ●マイナンバー制度について
　マイナンバー制度について概要などを説明します。 ４０分

３６ ●国民健康保険制度について ３０分

３7 ●後期高齢者医療制度について ３０分

３8 ●市民税について ３０分 ※４月〜７月、１月〜３月は休講します。

３9 ●固定資産税について
　固定資産税のしくみについて説明します。 ３０分 事前に希望内容をお伝えください。

※１２月〜５月は休講します。

40 ●広報紙をつくろう
　団体の機関紙の制作について、アドバイスします。 ４０分 ※毎月15日以降は、調整が必要です。

41 ●ごみの減量化・分別・リサイクルについて
　ごみの減量化・分別方法・リサイクル及びごみ処理の流れについて説明します。 ６０分 プロジェクター・スクリーンを使用

します。

４2
●消費生活講座「悪質商法にご注意を！」
　市内では、悪質商法の被害が頻発しており、その手口も巧妙になってきてい
ます。被害を未然に防ぐために、事例や対応策を学んでおきましょう。

３０分〜
　６０分 講話または寸劇形式で行います。

４３ ●イノシシ対策について
　イノシシの生態や習性、自己防衛の手段、駆除の現状などを説明します。 ３０分

４４ ●下水道のはなし
　下水道のしくみや受益者負担金、使用料、排水設備などを説明します。 ４５分

◆ 教育や文化に関する話（３講座）
テーマ・内容 時間 備考

４５
●出前歴史講座「土器のお話」
　土器や玉類を通したふるさとの歴史や竹原古墳、損ヶ熊古墳の説明のほか、
現地での火起こし体験などを行います。

９０分

４６
●出前歴史講座「石炭産業のお話」
　貝島炭砿の話等、石炭産業についての講義です。その中で、石炭を燃やす体
験を実施します。

９０分

４７
●宮若市の歴史について
　「装飾古墳〜竹原の世界〜」「鞍手の仏たち」「戦国時代の宮若市」などにつ
いてお話しします。

６０分

出
前
講
座

22 まちづくり出前講座



◆ 児童・生徒用のメニュー（１２講座）
テーマ・内容 時間 備考

４８
●読み聞かせ（人権についてのお話）
　人権に関係した絵本や紙芝居の読み聞かせなどを通して、子どもたちの人権
意識の育成を図ります。

４０分
直方人権擁護委員協議会による講
座です。
プロジェクターを使用します。

４９
●ふるさとの歴史と文化
　宮若市観光がいどの会が、ふるさと宮若の歴史や文化についてスライドなど
でわかりやすく解説します。

４５分

５０ ●出前歴史講座「土器のお話」
　№４５を児童・生徒向けに行います。火起こし体験もあります。 ９０分

小学校６年生〜中学生が対象です。
５１ ●出前歴史講座「石炭産業のお話」

　№４６を児童・生徒向けに行います。石炭を燃やす体験もあります。 ９０分

５２ ●子ども防火教室・防災講話・消火訓練
　消火器の使用方法や花火などの注意事項を説明します。 ６０分

消防署による講座です。
（９時〜１２時まで）
※４月〜５月は休講します。
※状況によって開始時間の変更をお
願いする場合や、対応できない場合
があります。

５３
●消費生活講座「これってアヤシクない？」
　携帯電話やインターネットによる被害にあわないよう、「消費者トラブル」を
学んでおきましょう。

４５分

５４

●「認知症」ってなあに？
　“あなたも認知症サポーター”
　認知症の人や家族の理解者、応援者となってもらうために、寸劇などを活用
し、認知症の症状や認知症の方への接し方などわかりやすく説明します。

４５分〜
６０分

プロジェクター・スクリーンを使用します。
開講希望日の１ヶ月前までにお申し
込みください。

５５

●ブックトーク
　ブックトークとは、ある一つのテーマに沿って何冊かの本をトークで繋げて
紹介していくものです。子どもたちへの読書案内の一つで、子どもたちが今ま
で知らなかった本との出会いをお手伝いします。

４５分

小・中学生が対象です。（最大４０名
で、１学年ごとか２学年合同などで、
お申し込みください。）
※開講希望日の４０日前までにお申
し込みください。

５６ ●おはなし会
　絵本の読み聞かせや手遊びなどで、楽しいおはなしの時間をつくります。 ３０分 ３歳〜未就学児が対象です。

５７
●選挙のしくみ
　１８歳から選挙に参加できるようになりました。生活に結びついている身近
な政治や選挙の仕組みをお話しします。

４０分 ※選挙期間中は休講します。

５８ ●新聞をつくろう
　紙面への表現についてやさしく教えます。 ３０分 小・中学生が対象です。

※毎月１５日以降は、調整が必要です。

５９
●ＳＤＧｓってなあに？（持続可能な開発目標）
　国連が提唱する持続可能な開発目標について、事例を交えながらわかりやす   
く説明します。

３０分

◆ 施設見学（２講座）
テーマ・内容 時間 備考

６０
●生見浄水場あるいは沼口浄水場
　上水道施設のしくみについて説明します。浄水場の見学後、説明を行います。
生見、沼口どちらか一方で６０分です。

６０分 児童・生徒も歓迎します。
※毎月第３木曜日は休講します。

６１

●青少年育成ゾーン
　西鞍の丘総合運動公園芝生フィールド、若宮コミュニティセンター「ハートフ
ル」、生涯学習センター「宮若リコリス」、東部総合運動公園「光陵グリーンパー
ク」の４つの施設について、特長やこれまでの取組について説明します。

（要相談）

各施設への移動は各自でお願いし
ます。（現地にて職員が説明）
※状況によって対応できない場合が
あります。

◆ 宮若市公式ホームページにもメニューや申込書を掲載しています。　https://www.city.miyawaka.lg.jp/
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本庁舎　 　TEL　０９４９−３２−０５１０（代）　　FAX　０９４９−３２−９４３０
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

総 務 課

総務係 議案、条例・規則等の制定改廃、文書、情報公開、個人情報保護など
３２−０５１１人事係 職員の人事、給与、研修、福利厚生、衛生管理、安全管理、組織管理など

防災安全係 消防、防災、防犯、交通安全など
情報政策係 電算システムの開発管理、セキュリティ対策、ICTの利活用など ３２−１０７２

管 財 課 財産管理係 市有財産管理、庁舎管理など ３２−０７６１契約検査係 契約、請負業者の指名・入札など

市 民 課 市民係 転入転出等、住民票、戸籍、印鑑登録、選挙管理委員会など ３２−０５１４
国保年金係 国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療など ３２−４００４

税 務 収 納 課
市民税係 市県民税、国民健康保険税、軽自動車税の賦課など ３２−０５１３資産税係 土地・家屋・償却資産の評価、固定資産税の賦課など
納税管理係 市税・国民健康保険税の徴収・滞納対策、市税等諸証明の交付など ３２−１００８

秘 書 政 策 課
秘書広報係 市長・副市長秘書、広報、シティプロモーション、ホームページ、表彰など

３２−０５１２政策推進係 総合計画、総合戦略、広域行政、人材育成、国際交流など

財 政 課 財政係 予算編成、執行管理、財政計画、地方交付税、市債など ３２−０５９０財務経営係 行財政改革、ふるさと納税、行政基本資料の収集など

まちづくり推進課 地域振興係 定住促進、自治会、犬鳴川河川公園・2000 年公園、企業誘致など ３２−０７７３拠点整備推進係 中心拠点整備の促進など

子 育 て 福 祉 課
地域福祉係 民生・児童委員、社会福祉協議会、地域福祉計画など ３２−０５６２
子育て支援係 児童・母子福祉、児童手当、児童扶養手当、家庭児童相談、学童保育など ３２−０５１７
障がい者福祉係 障がい者（児）福祉など ３２−０５４１

健 康 福 祉 課
健康対策係 健康づくり、各種保健事業、予防接種、母子健康手帳交付、精神保健など ３２−１１７７
高齢者福祉係 高齢者福祉、介護保険、戦傷病者遺族等援護、高齢化対策など ３２−０５１５
地域包括支援センター 介護予防ケアマネジメント、高齢者の総合相談支援など ３３−３４５６

保 護 人 権 課
事務係 生活保護に関する事務など ３２−９３７７保護係 生活保護に関することなど
人権福祉係 人権・同和対策、男女共同参画、隣保館など ３２−０７６５

環 境 保 全 課 環境衛生係 じん芥施設、衛生施設に関すること、犬の登録など ３２−０５１６環境対策係 環境基本計画、火葬場、不法投棄、太陽光発電等設置助成など

産 業 観 光 課 商工振興係 商工業の振興、消費生活、雇用促進など ３２−０５１９観光推進係 観光振興、いこいの里千石、観光資源の保全・活用など

農 政 課 農林対策係 林業経営の改善、林業生産の基盤整備、有害鳥獣駆除、荒廃森林対策など ３２−０５１８農業振興係 農業経営の改善、地域農政推進、認定農業者、農業共済など

土 地 対 策 課
用地係 用地取得、登記、市道の認定、道路台帳、占用使用許可、屋外広告物など ３２−０５６９
国県道整備対策係 県道の整備に関することなど
国土調査係 地籍測量、地籍図作成、地籍簿作成など ３２−０５６６

建 築 都 市 課 建築都市係 都市計画、建築協定、緑化対策、市営住宅の維持管理、空き家対策など ３２−０９５５住宅管理係 市営住宅の入退去、特定鉱害復旧等申出事務、住宅改修助成など

土 木 建 設 課
維持係 道路、河川、下排水維持管理、土木災害復旧、交通安全施設など

３２−０７９９建設係 土木施設の新設改良工事など
農業土木係 農業用施設等の維持管理、土地改良、災害復旧、林地崩壊防止事業など

下 水 道 課 下水道係 下水道工事施工管理、設計、事業計画など ３２−３１５９管理係 下水道資産管理、使用料、浄化槽設置助成など
会 計 課 会計係 各種料金の支払い窓口、公金経理、資金管理など ３２−３３２３

水 道 課
業務係 水道料金に関することなど

３２−１００５給水係 水道の給水など
浄水係 浄水場の維持管理など

教 育 総 務 課 教育総務係 小学校・幼稚園の維持管理、スクールバスの運行、教育財産の管理など
３２−１００７学校再編推進係 小学校再編、学校給食施設の整備など

学 校 教 育 課 学校教育係 児童就学、奨学金、通学区域、学級編成、教育支援センターなど
学校給食係 学校給食、学校給食施設の維持管理など ３２−０７１５

社 会 教 育 課 公民館・スポーツ振興係 公民館・スポーツ施設の管理運営、社会体育、学校体育施設開放など ３２−０１２３
社会教育・文化推進係 図書館、青少年の健全育成、生涯学習、文化財、文化振興など ３２−３２１０

議 会 事 務 局 議会係 市議会に関することなど ３２−１１３５
農 業 委 員 会 農業委員会事務局 農地等の利用関係、農地法、農業者年金など ３２−３５５３
監 査 事 務 局 監査事務局 監査委員・公平委員会に関することなど ３２−１００４

若宮総合支所　 TEL　０９４９−５２−１１１１（代）　　FAX　０９４９−５２−３１１９
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

市 民 窓 口 課 市民窓口係 転入転出、住民票、戸籍、税の収納証明、国民健康保険、国民年金、
児童・母子福祉、ごみ、し尿など ５２−１１１１

宮若市役所　ダイヤルガイド
事業の内容の詳細などは、お気軽にこちらまでおたずね下さい。
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宮若市を表しています。

市章
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市民が明るく輝き、飛躍し
ている様子を表しています。
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宮若市役所　秘書政策課　政策推進係
〒８２３−００１１　福岡県宮若市宮田２９番地１
ＴＥＬ　０９４９（３２）０５１２
ＦＡＸ　０９４９（３２）９４３０
ＵＲＬ 　  https://www.city.miyawaka.lg.jp/
E-mail   seisaku@city.miyawaka.lg.jp 
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